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第１学年 算数科改善学習指導案 
公開授業１ 

授業者 伊藤 昌江 

１ 単元名  ３つのかずのけいさん（東京書籍１年上） 

 

２ 単元について 

（１）学習者について 

児童は，算数の学習に意欲的に取り組み，進んで問題を解く児童が多い。積極的に挙手をする児童も多いが，答えが

分かっても自信をもてず，自分から発表することができない児童がおり，発言する児童が固定している。また，考えた

ことを，途中で忘れてしまい，最後まで話すことができない児童もいる。 

児童は，これまでに，１～２０までの数について，加法や減法の問題の意味の理解や計算の仕方を具体物やブロック

などを用いて行ってきた。また，加法や減法が用いられる場面では，問題文の言葉に注目し，題意をとらえて立式し，

計算の仕方を考え，問題を解決するという学習活動を行ってきた。 

加法，減法の計算については習熟を図っているところである。速く，正確に計算できる児童もいるが，素早く答えが

出せず，時間がかかる児童もおり，個人差が見られる。ペア学習は，主に自分の考えを伝える事を目標に取り入れてい

る。答えを指さしながら伝えたり考えをきくときは反応したりすることを学習中である。 

レディネステストでは，１組は既習事項の加減の計算については８７％，絵や問題文からの立式については８４％の

児童ができていた。未習である３つの数の計算については７０％の児童ができていた。絵や問題文を理解して自力で式

を立てることが難しい児童が数名見られ，数ブロックを動かすことが理解の手助けになっている。３組は既習事項につ

いては８５％の児童ができていた。未習である３つの数の計算は７０％の児童が正解していた。しかし，計算はできて

いても，挿絵や文章問題から演算決定する際に間違えたり，答えの単位を間違えたりといった傾向が見られた。数ブロ

ックを使って基礎的な加法減法の概念や単位について復習した上で，本単元に入りたい。 

（２）学習材について 

本単元で求められる資質能力は，３つの数の加減計算の意味を理解し，計算の仕方を考え，確実にできるようにする

ことである。 

本学習材では，３つの数の加減や加減混合の計算の仕方を理解し，それらを用いることができるようにすることをね

らいとしている。場面を操作や式に表す活動，答えが１０になる３つの数の加法の式を考える活動などを通して，３

つの数の加減計算の意味理解を深めていく。３つの数の計算は，前から順に計算することで，既習の２つ数の計算に

帰着させて考えることができる。これらの学習は，繰り上がり，繰り下がりのある計算の数処理が円滑にできるよう

にすることも意図したものである。例えば，９＋４のような繰り上がりのある加法の加数分解（９＋１＋３）や 

１２－３のような繰り下がりのある減法の減々法（１２－２－１），１３－９の減加法（１０－９＋３）で考えるとき

に役立つ。したがって，このような計算に慣れさせておくことも本単元の重要なねらいの１つである。 

本単元の３つの数の加法の計算の仕方の理解や計算技能は，第２学年の加法や減法に関して成り立つ性質の学習につ
ながっていく。 

（３）指導に当たって 

本単元では，４つの段階を追って学習を進める。第１段階では，順次増加する場面で，３つの数の加法の式を導き計

算の仕方を考える。第２段階では，順次減少，第３段階では，加減混合の場面を扱う。第４段階，「やってみよう」で

は，答えが１０になる３つの数の計算の式をつくる活動を行う。 

「つかむ」では，本時の学習活動を明確にするために，問題文や挿絵を効果的に用いて問題把握を行っていく。児童

が意欲をもって取り組めるように提示の仕方の工夫も行っていきたい。「きく・あらわす」では，操作活動を十分に確

保し，ペア学習や全体交流を通して計算の結果や過程を説明（再現）することを大切に扱っていきたい。また，ブロ

ックを操作したり式を使ったりして計算の仕方を説明したり，「聴く」ことにより，３つの数の加減計算が確実にでき

る力を付けていきたい。「いかす」では，適用問題を解いたり，振り返りを行ったりすることで，３つの数の加減計算

の意味理解を図り，確実に計算できるようにしていく。また，生活科で育てているあさがおの問題を考える活動を通

して，３つの加減計算の理解を深めるとともに，日常生活に活かしてみようという意欲を高めたり，発展問題を解く

活動を通して，新たに学んだことを次に生かそうとする意欲を引き出したりしたい。 
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３ 単元の目標及び評価規準 

（１）単元の目標 

   ３つの数の加減計算の仕方を考え，理解し，確実にできるようにするとともに，それらを用いることができるように

する。 

（２）単元の評価規準 

観点 関心・意欲・態度 数学的な考え方 
数量や図形についての 

技能 

数量や図形についての 

知識・理解 

 

概ね満足 

できる 

 

 

３つの数の加減計算

の場面を１つの式に表

すことのよさに気づい

ている。 

２つの数の加法や減

法を基に,３つの数の計

算の仕方を考え,表現す

ることができる。 

３つの数の加減計算の

場面を一つの式に表し,そ

の計算が確実にできる。 

２つの数の加減計算

を基に,３つの数の加減

計算ができることを理

解している。 

 

４ 本単元に係る資質・能力の系統性 

１年 ２年 ３年 

あわせていくつ ふえるといくつ 

・加法の意味と計算 

・繰り上がりのない加法 

のこりはいくつ ちがいはいくつ 

・減法の意味と計算 

・繰り下がりのない減法 

１０よりおおきいかず 

・１０＋５，１５－５ 

３つのかずのけいさん 

・簡単な３口の加法，減法 

たしざん 

・繰り上がりのある加法 

ひきざん 

・繰り下がりのある減法 

たし算のひっ算 ひき算のひっ算 

・２位数±１，２位数＝２位数 

・加法，減法の筆算 

３けたの数 

・数構成に着目した加法，減法 

計算のくふう 

・３口の数の加法（結合法則） 

・（ ）の意味 

たし算とひき算のひっ算 

・２位数＋１，２位数＝３位数の加法

とその逆の減法 

たし算とひき算の筆算 

・３位数±１，２，３位数 

・１０００－１，２，３位数 

・４位数±１，２，３，４位数 

暗算 

・２位数±２位数の暗算 

小数 

・小数の加法，減法（小数第一位まで） 

 

４年 ５年 ６年 

小数のしくみ 

・小数の加法，減法（小数第三位まで） 

分数 

・分数の加減計算 

分数のたし算とひき算 

・異分母の分数の加減計算 

・分数と小数の加減混合計算 

 

 

 

５ 学習指導計画（全４時間） 

小単元 時 主な学習内容  評価規準 

 

１ 

 

 

３つのかずの 

けいさん 

１ ・３つの数の加法の式の意味とそ

の計算の仕方 

 

２つの数の加法を基に，３つの数の加法計算の

仕方を考え，説明している。 

              【考】 

３つの数の加法の場面を１つの式に表し，計算

をすることができる。 

    【技】 

 ２ 

（公開 

授業２） 

・３つの数の減法の式の意味とそ

の計算の仕方 

問題場面から数量の関係を読み取り，３つの数

の減法の場面を１つの式に表そうとしている。   

【関】 

３つの数の減法の場面を１つの式に表し，計算

の仕方を考え説明している。【考】 

 ３ 

（公開 

授業１） 

・３つの数の加減混合の式の意味

とその計算の仕方 

２つの数の加法や減法を基に，３つの数の加減

混合計算の仕方を考え説明している。【考】 

３つの数の加減混合計算ができる。【技】 

 ４ ・□＋□＋□＝１０になる式を考

える活動（やってみよう） 

３つの数の加法計算で，和が１０になる式を考

え，説明している。 【考】 
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６ 本時の指導（３／４）公開授業１ 

（１）目標 ３つの数の加減混合の式の意味を理解し，その計算をすることができる。 

（２）展開 

展開 学習活動 ○発問 学習内容 具体的な手立て ・資料◇評価 

 

つ 

か 

む 

 

 

 

 

 

 

 

 

き 

く 

・ 

あ 

ら 

わ 

す 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

い 

か 

す 

 

 

 

 

 

１ 前時想起 

  

２ 問題把握 

○絵を見て，お話を考えましょう。 

○お話に合わせて算数ブロックを動

かしてみましょう。 

①ネコが５ひきバスに乗っています。 

②３びき降りました。 

 ５－３＝２ 

③４ひき乗ります。 

 ２＋４＝６ 

 

○今までの学習とちがうところはど

こでしょう。 

・減ったり増えたりする。 

・ひき算とたし算がまじっている。 

 

３ 課題把握 

（１）課題をつかむ 

 

 

 

 

４ 課題解決 

（１） 自力解決 

○１つの式に表しましょう。 

５－３＋４ 

○計算の仕方を考えましょう。 

 

（２） 全体交流 

○考えを発表しましょう。 

 

（３） 適用問題１を解く（ペア学習） 

○計算の仕方を交流しましょう。 

 

５ まとめ 

 

 

 

 

 

６ 振り返り 

（１） 適用問題２を解く 

あさがお問題 

（２） 学習を振り返る 

板書を使って本時の学習内容

をふり返る 

（３） 次時の予告をする 

 

・３つの数の加法の

立式 

・３つの数の減法の

立式 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

 

・３つの数の立式 

（加減混合） 

・３つの数の計算 

（加減混合） 

 

・３つの数の加法と減法を１つの式に

表せたことを確認する。 

つかむ 

・３つのコマの絵を１コマずつ見せ

て，ネコが下りる場面と乗る場面が

あるということを確認させる。 

 

・算数ブロックのケースをバスの代わ

りに使い，減った数と増えた数が混

ざらないようにする。 

・前時までの学習との違いを確認し，

本時の課題を明確にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

きく・あらわす 

・３コマの絵やブロック操作から，順

序よく考えさせる。 

・計算の途中の答えをメモさせ，どの

ように計算したのか分かるようにさ

せる。 

 

 

 

・ノートを見せながら，計算の順序が

分かるように説明させる。（聴く） 

・後ろから計算しても良いかを話し合

い，前から計算することを理解させ

る。 

 

 

 

 

 

 

いかす 

・あさがおの問題について、絵を提示

し、お話を考えさせ，全体で交流し、

計算の仕方の理解を深めるとともに，

日常生活に生かそうとする意欲をも

たせる。 

 

 

・壁面掲示 

 

・紙板書 

 

・数ブロック 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇２つの数

の加法や

減法を基

に，３つの

数の加減

混合計算

の仕方を

考え，説明

している。

【考】【発

言・ノー

ト】 

 

◇３つの数

の加減混

合計算が

できる。

【技】【ノ

ート，プリ

ント】 

 

 

 たしざんとひきざんがまざっていても，１つ

のしきでかくことができる。 

 まえからじゅんにけいさんする。 

 へったりふえたりするときのけいさんのしか

たをかんがえよう。 

 日常生活や今後の学習に

生かすことができるように

するには、全体でお話を作

っていく方が効果的である

と考える。  学習内容を振り返

ることにより、本時

の学習の大切なこと

を抑えることができ

る。 
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７ 板書計画 公開授業１ 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

               しき                もんだい 

 

５－３＝２ 

    

 

 

             こたえ ６ひき        

２＋４＝６ 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

絵 

絵 

絵 

５ひきのっています。 

３びきおりました。 

４ひきのりました。 

○もねこは，なんびきになりま

したか。 

 

 

○かへったりふえたりするときのけ

いさんのしかたをかんがえよう。 

 

○またしざんとひきざんがまざってい 

ても１つのしきでかくことができる。 

まえからじゅんばんにけいさんする。 

５－３＋４＝６ 

 ２   ６ 

 

はじめに ５－３をけいさんします。 

      

つぎに  ２＋４をけいさんします。 

こたえは ６です。 

 

適用問題の計算問題が 

多いので、計算問題を減 

らし、あさがおの問題の 

お話を全体で考える。 

 


